




伊藤澪奈 1)、小熊夏実 1)、坂内元気 2)、澁谷顕一 1) 、 
稲葉洋美 1) 
1) 新潟医療福祉大学 健康栄養学科 











【方法】被験者は新潟県立 O 高等学校に在籍する 1 年生




3 月)。統計解析には R（R,version3.2.4,Development Core 
Team,2011）を用い、2 群間の比較には身長、体重、Body 







であり、平均 BMI は 20.4 ± 1.7 kg/㎡(平均±標準偏差)
であった(表 1、図 1)。自分が太っていると思わないと回
答した者(以下「対照群」)は 66 人(21.6％)であり、平均











の平均BMIは 20.4 ± 1.7 kg/㎡と、標準体重のBMI 22.0 
kg/㎡より下回っており、標準体重と理想の体重の間に解
離があることがわかった。また、対照群の BMI が 18.8 ± 
1.3 kg/㎡であったことから、BMI 18.5 kg/㎡未満、または
BMI 18.5 kg/㎡に近い値でないと「自分は太っていない」
と認識できないということが推察された。 

















1）国民健康栄養調査 第 2 部身体状況調査の結果, 厚生労
働省, 
https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/eiyou/dl/h28-hou
koku-05.pdf, 2018 年 8 月 29 日. 




157.9±5.1 51.0±5.2 20.4±1.7 
対象群 
（ｎ＝66） 159.8±6.0 48.2±5.0 18.8±1.3 
p 値 p=0.012 p＜0.001 p＜0.001 
Ｐ－28
－ 53 －
第18回  新潟医療福祉学会学術集会
